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■砺波市の状況
砺波市が１００人のまちだったら ～このままでは、砺波市は、今後深刻な「人口減少」の局面を迎えます。～

自然動態・社会動態の状況
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■世帯類型の推移（三世代同居の状況）

三世代同居率は、国や県に比べて高い水準

資料：国勢調査

2010 年 2040 年 2060 年

65 歳以上15～64 歳

資料：人口移動調査(前年 10 月 1日～9月 30 日)

出生数は緩やかに減少、死亡数は増加傾向にあり、近年の自然動態
はマイナスで推移

資料：人口移動調査(前年 10 月 1日～9月 30 日)

Ｈ18 年までは転入超過で推移、その後Ｈ19 年を境に転出超過傾
向で推移
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砺波市
富山市

▲159 人

▲61 人

県外

▲105 人

53 人

資料：国勢調査（Ｈ17～Ｈ22）・人口移動調査(Ｈ25年10月～Ｈ26年9月)

Ｈ17年からＨ22年の県内移動は高岡市や南砺市を中心に転入超過
傾向
Ｈ25 年 10 月からＨ26 年 9月の県内移動は、富山市や南砺市、小
矢部市などを中心に転出超過傾向

青矢印：Ｈ17 年～Ｈ22 年の移動
赤矢印：Ｈ25 年 10 月～Ｈ26 年 9 月の

移動
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資料：国立社会保障・人口問題研究所推計
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■出生数・死亡数の推移

三世代同居率
砺波市 19.3％
県平均 13.2％
国平均 5.7％

■転入数・転出数の推移

■他市町村間との人口移動

15～64 歳

65 歳以上
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■将来人口
人口の推移及び人口推計・目標人口推計

資料：砺波市人口ビジョン

※国勢調査による H27 人口は 49,000 人。

※推計方法の違いにより H27・H32 年は数値が逆転しています。

■序論
（１）計画策定の趣旨

人口減少の局面を迎える中で、社会・経済情勢の変化や市民ニーズの多様化など、様々な課題

に対応していくことが求められており、本市の特徴を生かして地方創生を推進し、より魅力的で

活力のある住みよい砺波市をつくり上げていく必要があります。

この計画は、今後 10 年間で目指すべき本市の将来像とその実現のための施策を取りまとめたも

のであり、まちづくりの「羅針盤」として、本市の最上位計画と位置付け、まちづくりを総合的

かつ計画的に展開するため、策定したものです。

（２）計画の構成と期間

【基本構想】本市が目指すべき将来像と基本理念を明らかにし、これを実現するためのまち

づくりの基本方針を示したものです。
【基本計画】基本構想に基づき、まちづくりの主要施策の内容を体系的に定めたものです。
【実施計画】基本計画に定めるまちづくりの主要施策を実行するための具体的な事業計画です。
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3年間を計画期間として、

以降も毎年度見直します。

平成 38年（2026 年）の目標人口
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基本構想（10 年間）

前期基本計画（5 年間） 後期基本計画（5 年間）



■基本構想
（１）基本構想の体系

まちづくりの基本理念のもと、砺波市の将来像を実現するために、次の３つの基本方針及び

基本方針を推進するための共通方針に基づき施策を展開していきます。

（２）砺波市の将来像

～ 庄川と散居が織りなす花と緑のまち ～

もっと元気 ほっと安心 ずっと幸せ “やっぱり砺波”
将来像は、私たちが目指す砺波市の姿です。基本理念を踏まえ、清流「庄川」と豊な「里山」、

そして「散居」に育まれた「花と緑のまち」を将来に継承するとともに、全ての市民が住みよさや
幸せを実感し、いつまでも暮し続けたい「選ばれるまち砺波」を理想の姿とし、「もっと元気
ほっと安心 ずっと幸せ “やっぱり 砺波”」を砺波市の将来像に掲げます。
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■施策の体系
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